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１．事業の概要

位置図・航空写真

（１）事業の目的

小樽港

○小樽港は、北海道の西部、積丹半島の東側に位置し、小樽市が管理する重要港湾。
○本事業の目的は、防波堤（北）の歴史的価値の保存と防波堤機能回復及び港内静穏度の向上に

よる物流機能の確保、船舶の安全な避難水域の確保。

事業の概要図

小樽港 全景

本港地区

若竹地区

（R2.8撮影）

防波堤(北)(改良)
防波堤(北副)(改良)

防波堤(北副)(延伸)

勝納地区

中央地区
手宮地区

高島地区

未整備箇所

整備済箇所

整備中箇所
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１９９８（平成１０）年度 事業採択

１９９９（平成１１）年度 小樽港北防波堤改良手法
委員会の設置

２００２（平成１４）年度 ５年未着工による再評価の実施※

２００５（平成１７）年度 現地着工

２００７（平成１９）年度 再評価の実施

２０１１（平成２３）年度 再評価の実施

２０１４（平成２６）年度 再評価の実施

２０１７（平成２９）年度 再評価の実施

２０２１（令和３）年度 港湾計画の改訂

２０２２（令和４）年度 再評価の実施

２０２９（令和１１）年度 事業完了予定

（２）計画の概要

１．事業の概要

事業主体 施設名 規模 整備期間

国

防波堤(北)(改良) 1,279m H10～R7

防波堤(北副)(改良) 265m R6～R9

防波堤(北副)(延伸) 110m R8～R11

（３）経緯

○総事業費 ８２億円

〇残事業費 ５３億円

〇整備予定期間 平成１０年度～令和１１年度

○整備進捗率 ３６％

※北防波堤は日本における近代港湾の草創期（明治時代）に考案された斜塊
式構造の特殊な防波堤であり、また、各種遺産の選定により歴史的価値
が高まり、主構造部を可能な限り残す改良工法が必要となったため、平成
11年度に「北防波堤改良手法検討会」を設立して様々な調査・検討を行い
ました。
このため、事業採択から現地着工までに多大な時間を要することとなり、「
国土交通省所管公共事業の再評価実施要領」に従い、平成14年度に「事
業採択後5ヶ年未着工」のため再評価を実施しました。

・輸送コストの削減
・海難の減少
・残存価値
＊便益の算出にあたっては、「港湾整備事業の費用対効果分析
マニュアル（平成２９年３月）」による

（４）主な便益
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２．事業の必要性等

５

231

5

余市

小樽港

337

平成29年9月
「北欧の風 道の駅
とうべつ 」開業

写真：道の駅公式HP

（１）事業を巡る社会情勢等の変化

【対象港湾周辺の動向】

平成31年2月
石狩湾新港発
電所運転開始

小樽
塩谷

共和

倶知安

平成27年4月
道の駅「あかいがわ」開業

写真：道の駅公式HP

平成24年11月
石狩ＬＮＧ基地運転開始

写真：石狩湾新港管理組合HP

5

5

5

231

337

【小樽港】
令和3年12月港湾計画改訂

写真：小樽市HP

【ﾌｪﾘｰ】平成29年3月・6月
小樽～新潟航路新造船就航

写真：小樽市HP

【札樽自動車道】
令和元年11月
手稲IC 小樽方面
入口開通

【後志自動車道】
平成30年12月
余市IC～小樽JCT開通
令和6年度
(仮)仁木IC～余市IC開通予定



３．事業の必要性等
（２）事業の整備効果（歴史的構造物の保存と地域の安全・安心確保）
〇小樽港の北防波堤は歴史的構造物（日本初の本格的コンクリート防波堤）として、建設から100年以上

経過した現在でも第１線防波堤として港湾活動や地域の安全を支えている。しかし、長年にわたる波浪
の影響により水中部の破損が生じており、防波堤の機能が低下している。

○防波堤の改良整備により、歴史的な構造物として財産価値の存続が図られるとともに、フェリーやクル
ーズ船の安定航行、臨海部周辺の観光・レジャー施設、民家等の浸水被害の回避、荒天時の船舶避
難場所の確保など、地域の安全・安心確保に寄与する。

【健全な状態】

100年以
上経過

【現 在】

■北防波堤の改良のイメージ

放置すると

・長年にわたる波浪により基礎部が破損
・放置すると倒壊の危険性が高まっている
・現状復旧により防波堤の機能を維持

■北防波堤が倒壊した場合の浸水想定（50年確率波）

■地域の声（R4：自治体）
・北防波堤は今日の小樽市の発展を支えた重要な防波堤です。

改良・整備により小樽市の大きな財産として次世代へ継承すること
ができます。また、浸水被害が回避され、物流、観光の維持のほ
か重要文化財の保護、地域住民の安全・安心が確保されます。

浸水想定域

北一硝子

北一ｳﾞｪﾈﾂｨｱ
美術館

現状
復旧

旧三井銀行
小樽支店

国指定重要文化財

（右側：整備を行った場合の浸水域 左側：整備を行わない場合の浸水域）
出典：北海道開発局検討資料より作成

小樽運河

浸水想定域

【整備あり】
観光施設等の
浸水を回避

【整備なし】
観光施設等の
浸水が発生

（最大水位：4.9ｍ）（最大水位：2.5ｍ）
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３．事業の必要性等
（２）事業の整備効果（クルーズ船入港による観光振興）

〇小樽港は新千歳空港と近接し、道内の人気観光エリアへのアクセスも良好であることから、「フライ＆
クルーズ（飛んでクルーズ北海道）」の適地としてクルーズ船の寄港が増加している。

〇大型クルーズ船の安全な入港・係留が可能となり、小樽市や北海道の観光、経済の発展に寄与するこ
とが期待される。

○2030年には「北海道新幹線」の札幌延伸により新小樽（仮称）駅が設置される予定であり、新幹線を活
用した「レール＆クルーズ」など新たな北海道クルーズスタイルの創造が期待される。

■小樽港の旅客船寄港回数の推移

コロナ禍前までは
10年間で約1.8倍

■旅客船寄港時の賑わい

■小樽港周辺の交通網と観光施設 小樽港から
日帰り圏内

（片道2.5時間）

■クルーズ船寄港の経済効果
（単位：百万円/隻）

出典：北海道開発局調査（H25・H29）

■地域の声（H29：乗船客）

・バスやタクシーのアクセスもよいため、色々な
店を廻ることができました。また、食べ物も美味
しく、地元の方もとても親切です。

・地図などの案内の充実、きれいな接岸場所が
整備されるとよいです。

■小樽港寄港の満足度

出典：北海道開発局調査（H29）

（n=167）

おたる潮太鼓打演
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３．事業の必要性等
（２）事業の整備効果（フェリー貨物輸送の定時制確保）

〇小樽港のフェリー貨物は、北海道産の野菜、魚介類、生乳等の農水産品や加工食品等のほか、国民
の日常生活に不可欠な家電、生活必需品の輸送、最近ではＥＣ（電子商取引）の進展による宅配貨
物の増加にも対応している。

〇防波堤の改良整備により、フェリーの安定的な運航が確保され、日本国民の生活に不可欠な食料品
や生活関連物資の安定供給に貢献することが期待される。

■宅配便取扱個数の推移（全国）

・20年間で1.9倍
の伸び

・国民１人あたり
年間約40個
出典:国土交通省

■小樽港のフェリー貨物の内訳（出入計）

生体牛

魚介類野菜

生乳 農水産品
26％

加工食品等
25％

その他
8％

冷凍食品

乳製品

飲料

家電等
7％

生活雑貨

宅配貨物
生活雑貨
宅配等
34％

出典：北海道開発局調べ

■地域の声（R4：道外旅行客）

・早朝に北海道に入れるため、道東・道北など広範囲の観光地を
周遊することができ、旅行の予定がたてやすいです。

9 12 15 18 21 0 3 6 9

H28以前

H29以降

H28以前

H29以降

小樽発

新潟発

小樽～新潟
6:0010:30

17:00 9:15

10:30 4:30

4:3012:00

18時間

16時間30分

約1時間

19時間30分

16時間15分

約3時間

■小樽～新潟航路のフェリーダイヤ

出典：新日本海フェリー

小樽

新潟

舞鶴

■フェリー貨物の輸送（例：生乳・加工用馬鈴薯）

生乳

馬鈴薯

北海道

学校給食

スナック菓子

■地域の声（R4：運送関係者）

・フェリーダイヤの変更と高速化により、道内での貨物集荷範囲
が拡大したほか、17時小樽出発、翌日9時新潟到着であるため、

通常の勤務と変わらない生活を送ることができ、トラックドライバ
ーの労働規制が強化されるなか、非常に使い勝手がよいです。

北海道で生産された生乳
や加工用馬鈴薯を関東・
関西方面工場に出荷

小樽港フェリーを利用

現地の工場にて牛乳、ス
ナック菓子に加工され、
国民に供給

フェリー

主な出荷地域

主な出荷地域

■生乳生産量の北海道シェア

北海道のシェアが20年間
で1.3倍に増加

出典：農林水産省

【フェリー内の浴場】
※ドライバーの休息に
利用されている1～3時間の短縮 ８



（３）事業の投資効果（全体事業費・事業期間の変更）

２．事業の必要性等

前回評価
(H29)

今回評価
(R4)

増減額

80.5億円 81.9億円 ＋1.4億円

前回評価
(H29)

今回評価
(R4)

増減年数

平成10年～
令和7年

平成10年～
令和11年

＋4年

本港地区

3)防波堤(北副)(延伸)
法線変更

施工延長増加
施工工程見直し

2)防波堤(北副)(改良)
施工工程見直し

1)防波堤(北)(改良)
整備期間延伸

施設名 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

防波堤(北)(改良)

防波堤(北副)(改良)

防波堤(北副)(延伸)

整備スケジュール（ ：変更前、 ：変更後）

1)防波堤（北）（改良） ：他工事との輻輳により、捨塊の撤去・再設置等に必要なヤードが不足し、作業効率が低下し
たため、事業期間３年延長

2)防波堤（北副）（改良）：港口形状の見直し及び漁業者調整により、事業着工遅延（R3着工→R6着工）
3)防波堤（北副）（延伸）：港内静穏状況を踏まえて港口形状を見直し、施設延長が増加したため、事業費１．４億円増、

事業期間１年延長、防波堤（北）（改良）の事業期間延長により、事業着手遅延（R5着工→R8
着工）

未整備箇所

整備済箇所

整備中箇所

９



●条件 基準年：令和4年度 供用期間：50年

●総費用（現在価値化後） (億円) ●総便益（現在価値化後） (億円)

※端数処理のため、各項目の金額の和は、合計欄に記入している数字と必ずしも一致するとは限らない。

便益の現在価値（Ｂ） 279.9

費用の現在価値（Ｃ） 99.8
Ｂ／Ｃ＝

費用便益比
（ＣＢＲ）

＝ ＝ 2.8

●算定結果

●感度分析

変動要因 基本ケース 変動ケース 費用便益比

需要 2.8 ±10％ 2.5～3.1

事業費 2.8 ±10％ 2.7～2.9

事業期間 2.8 ±10％ 2.7～2.9

費用内容 総費用

○建設費 98.6

○管理運営費 1.2

合　計 99.8

便益内容 便益費

○輸送コストの削減 256.4

○海難の減少 23.4

○残存価値 0.2

合　計 279.9

（３）事業の投資効果（費用便益分析 ～事業全体～ ）

２．事業の必要性等
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●条件 基準年：令和4年度 供用期間：50年

●総費用（現在価値化後） (億円) ●総便益（現在価値化後） (億円)

※端数処理のため、各項目の金額の和は、合計欄に記入している数字と必ずしも一致するとは限らない。

●算定結果

便益の現在価値（Ｂ） 115.8

費用の現在価値（Ｃ） 41.9
Ｂ／Ｃ＝

費用便益比
（ＣＢＲ）

＝ ＝ 2.8

●感度分析

変動要因 基本ケース 変動ケース 費用便益比

需要 2.8 ±10％ 2.5～3.0

事業費 2.8 ±10％ 2.5～3.1

事業期間 2.8 ±10％ 2.6～2.8

費用内容 総費用

○建設費 40.7

○管理運営費 1.2

合　計 41.9

便益内容 便益費

○輸送コストの削減 92.3

○海難の減少 23.4

○残存価値 0.2

合　計 115.8

（３）事業の投資効果（費用便益分析 ～残事業～ ）

２．事業の必要性等

１１



H29再評価時点 R4再評価時点
備 考

（前回評価からの主な変更点）

事業費（億円） 80 82 ・防波堤（北副）（延伸）整備延長の増加

整備予定期間
平成10年度～

令和7年度
平成10年度～
令和11年度

・作業ヤードの輻輳及び港口形状の変更に伴う設計条件
の見直し、漁業者調整による延長

便益の対
象となる
需要予測

便益対象
貨物

961万トン/年
(令和8年度）

1,151万トン/年
(令和12年度）

・貨物需要予測の見直しによる増

避泊回数
2隻

9.6回/年
(500～1,000GT 2隻)

2隻
9.6回/年

(100～500GT 2隻)
・実態を踏まえた避泊対象船型の変更

便益（現在価値化後）
（億円）

166 280

Ｂ／Ｃ 2.3 2.8

２．事業の必要性等
（３）事業の投資効果（費用便益分析 前回評価との比較）

１２



３．事業進捗の見込み
○平成１０年度から令和４年度までの整備状況

（事業費：億円、数量：m）

※「数量」は、現場着工した整備施設の事業費による換算数量とし参考値とする。

○事業の進捗の見込み
本事業にかかる関係機関との調整は整っています。
事業進捗率は３６％となっており、事業が順調に進んだ場合には、
令和１１年度の完了を予定しています。

全体事業 実施済 残事業
進捗率

(％)
備考

事業費 46 29 17

数量 1,279 819 460

事業費 20 0 20

数量 265 0 265

事業費 16 0 16

数量 110 0 110
防波堤（北副）（延伸） 継続0.0

施設名

継続64.0

0.0 継続

防波堤（北）（改良）

防波堤（北副）（改良）

※事業進捗率は、事業費変更後の進捗率（令和４年１０月時点）。
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４．地方公共団体等の意見

期成会等名称 会長等 主な構成メンバー 要望内容

後志地方総合開発
期成会

寿都町長 島牧村、共和町、寿都町、岩内
町、黒松内町、泊村、蘭越町、神
恵内村、ニセコ町、積丹町、真狩
村、古平町、留寿都村、仁木町、
喜茂別町、余市町、京極町、赤
井川村、倶知安町、小樽市の首
長

老朽化が進んだ防
波堤の機能回復の
促進

対応方針（原案）については、特段の意見はございません。

小樽港は、北海道と本州を結ぶ日本海側の基幹航路としてのフェリー拠点であるほか、
物流、交流双方の面で北海道の経済、産業を支えている重要港湾であります。

本港の防波堤は、船舶の安全な航行、停泊、避泊を確保するとともに、臨港地区のほか
観光施設が多く存在する周辺市街地を波浪から守る重要な役割を担い、その対策は喫緊
の課題となっております。

事業の継続に特段の御配慮をお願い申し上げます。

●港湾管理者（小樽市）の意見
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５．対応方針（案）

・小樽港本港地区防波堤整備事業は、防波堤の歴史的価値の保存や港
内静穏度の向上のみならず、道内の物流効率化や小樽市における観光
産業の振興、地域経済の活性化にも寄与する事業と考えられます。

・引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費及び事業期間の
管理に努めていきます。

・事業の必要性・重要性に変化はなく、費用対効果の投資効果も確保され
ていることから、事業の継続を原案としてお諮りいたします。
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